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2026 ブリヂストン 鈴鹿4時間耐久ロードレース

【「ともに成長する」という想いを胸に、次なるステージへ】

SDG株式会社が支援する「SDG Takeishi Technical Racing HONDA」は、9月6日に鈴鹿サーキットで開催された
「2026 ブリヂストン鈴鹿4時間耐久ロードレース」に参戦した。ライダーにはターナー健人選手と白井直樹選手を起
用し、復活開催となった伝統の鈴鹿4時間耐久ロードレースへ挑んだ。

レースはドライコンディションでスタートしたものの、終盤には雨が降り始める難しい展開となった。ターナー選手
はトップグループで戦えるスピードを披露し、白井選手も転倒を喫しながらマシンを離すことなくピットへ戻り、チー
ムは修復を施して再スタート。ペナルティや天候の変化など耐久レースならではの試練を乗り越え、最後まで諦めるこ
となくチェッカーを受けた。

今回の参戦は、順位や勝敗だけを目的としたものではない。若手ライダーの育成、チームスタッフの経験値向上、そ
してチーム全体の成長を目指すプロジェクトとして実現した取り組みだった。レースを終えた武石伸也監督は、次のよ
うに振り返る。

「予選までは本当に順調でしたし、決勝でも健人はトップグループで十分戦える力を見せてくれました。白井さんも、
自分の役割を理解して冷静にレースを進めてくれました。転倒はありましたが、マシンを離さずピットまで戻ってきて
くれたことで、再スタートにつなげることができました。

雨やペナルティなど、耐久レースならではの難しい状況が続きましたが、そのひとつひとつがチームにとって大きな経
験になりました。順調に進んでいればトップ6も狙えた内容だったと思いますが、それ以上にライダーもスタッフも確
実に成長できたことが今回の一番の収穫です。

私自身も、人員配置やレギュレーションへの理解など、まだまだ学ばなければならないことが多いと痛感しました。

しかし、それも含めて次につながる経験になりました。この経験を全日本ロードレース選手権、そして来年の鈴鹿4時
間耐久ロードレースへ必ず生かしていきたいと思います。」

今回の挑戦を通じて武石監督が強く感じたのは、SDGが大切にしているのは単に結果を求めることではなく、挑戦
する人の成長をともに支えるという姿勢だった。ライダー、スタッフ、チームがそれぞれ一歩ずつ成長できたことこそ
が、今回のプロジェクト最大の成果となった。そうした経験を通じて、武石監督自身も「まだまだ学ぶべきことが多
い」と振り返り、チームとともにさらなる成長を目指す決意を新たにした。ライダーだけでなく、監督やスタッフも含
めて一歩ずつ成長を続けていく姿勢こそが、SDGが支援を通じて目指した今回のプロジェクトを象徴している。レー
ス前、SDG株式会社 代表取締役CEO 柏木健作は、「ともに成長していきましょう」という想いのもと、このプロジェ
クトへの支援を決断した。今回の4時間耐久ロードレースは、その想いを受けたチームが、結果だけでは測ることので
きない価値を積み重ねた挑戦となった。今回の鈴鹿4時間耐久ロードレースで得た経験は、ライダーだけでなく、チー
ムスタッフ、そして武石監督自身の新たな挑戦へと受け継がれていく。SDGは、これからも「ともに成長する」とい
う想いのもと、人とチームの可能性を支え続ける。

【リザルト】
予選 9月5日㈯ 総合11番手（クラス5番手） 天候：雨のち曇り コンディション：ウェット/ドライ

決勝 9月6日㈰ 総合17番手（クラス11番手） 天候：曇りのち雨 コンディション：ドライ/ウェット
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【Photo gallery】
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【9月5日 予選総合結果】
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【9月6日 決勝結果】
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